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は
じ
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表 1 勤務先の困難度×バーンアウト (p.(0.05)) ( )内の数字は回答者の人数

囲難度 ｢低｣学校 国難度 ｢中｣学校 困難度 ｢高｣学

校に勤務 に勤務 に勤務

良好危険域

バーンアウ ト合計 5日% (112) 62.1% (146) 65.9% (15

1) 59.9% (409)33.3% (73) 28.1% (66) 22.

3% (51) 27.8% (190)15.5% (34) 9.8% (23) ll.8% (

27) 12.3% (84)1

00% (219)表 3 国子得 点 の比 較 (小 ･中

別 )学校改善国子 1:個別の子とも､親の声を重視す

学校改善因子2:ゆとりある学校へ向けた条件整1

競争観因子 1:競争の理念を否定す

る競争観因子2 社会における競争の結果効果を大

きい教育改革意識国子 l 人権と平等を重視した教育を教育改革意識因子2:国家の介入による｢画一化｣と｢差

教育改革意鼓因子3 学嶺の多様化と親･子どもによる

教職経験国子 l:信頼獲得による

自信教戦経験因子2 教師一生徒関係のゆらぎと

教育観教職経験因子3:や

りがいとアイデンティティ私事化因子 1:私生活

重視私事化因子2:学校以外の場における教師役

割か学模改善因子 l:個別の子ども､規の声を重

視す学校改善因子2:ゆとりある学校へ向けた条件整

競争観因子 1:競争の理念を否定す

る競争観因子2 社会における競争の結果

効果を大きい教育改革意識国

子1教育改革意識因子2 人権と平等を重視した教育を学績の多様化と親･

子どもによる教育改革意識因子3:国家の介入

による教職経験因子1:やりがいとアイデンティテ

ィ教職経等黄因子2:教師

一生徒関係のゆらぎと教育私事化因子1:私生活

重視私事化国子2:学校以外の場における教師役割へ 100% (229) 100% (683)困難度 ｢副 学校 その他のE芸雪子LtI,,禁 , 教師(N=112) (N=364) ｢その他｣の

うち＼因難度｢高｣学校｢危険域｣以

上の教師 (N=45)る 0.18禦 撒 繭 6.こ 0.02

備 0.16 継 黒福溺 二 0.250.

09 -i).03 0.29tもの

とみる -0.19 0.06 0.06を志向する 0.09 -

0.03 0.19異化｣の肯定 -0.18 0.05 -0.27-0.20i'選択と評価 -O.1
3 0.040.05 -0.02観の混乱 -0.21: ぐ.照i=::oLi07;i

;0.l9軽潮 IJ

鞍舶 e≠二一0.18 0.06らの離脱 0.04 -0.01 0.210.15器 :;喜#:BE….校 孟宗他の(N=39) (N=197) ｢その他｣

のうち､国難度 ｢高｣学校｢危

険域｣以上の教師 (N-33)

る -0.06 0.01 -0.23備

-0.01 0.00 0_040.08

-0.02 -0.32lものとみる 0.

12 -0,02 0.llを志向する

0.08 -0.02 -0,26'選択と評価 0.13 -0.03 -0.10

への批判 -0.19 0.04

-0.06047 棚

i,:L;jJこ009Lち観の混乱 -010 0020.09 -0.02 0.2

2の専心 0.04 -0.01 -0.07数値は因子得点の平均値 (得点は標

準化 されているため､全体の平均値 (小学校/中学校)は0である.因子によっては算出の際に欠損値がで

るためにサンプル数が若干異なるもの力､ある｡網掛けは､｢乗 り切 り教師｣を基準に､他のクループとの差が統計的に有意であるものを表



国子 3:学校の多様化 と親 ･子ともによる選択と評価 (5.9%) :小学校

因子 2:学校の多様化 と規 ･子 どもによる選択と評価 (7.1%) :中学校

質問項目 因子負荷(小)因子負荷(中)

公立小 ･中学校でもそれぞれ特色をもった学校であってよい 060

同一の市区町村内の公立小･中学校ならばとの学校でも選んで入学できるようにする 0.55

親や生徒も教師を評価できるようにする 0.32

現在の教城経験に関する因子 (｢日々の教韓生活｣について聞いた19項目の質問への回答よりiT出)

因子 1:信頼獲得による自信 (8.1%) :この因子は小学校のみ

自分は生徒から信頼 されている

自分は父母から信頼 されている

自分の授業に自信がある

生徒はよく授業を聞いてくれる

国子 3:やりがいとアイデンティティ (75%) :小学校

因子 1:やりがいとアイデンティティ (10.5%) :中学校

教師としての仕事にやりがい､生きがいを感じる

教材研究が楽 しい

自分には教師という職蕪が合っていると思う

自分の持薬に自信がある

自分は父母から信頼 されている

学手交では､自由な教育活動ができる

因子 2:教師一生徒関係のゆらぎと教育観の混乱 (7.7%/8.0%)

自分の持っていた致育観や教育的信念に混乱が生 じている

自分の教育 ･指鞍の効果について疑問や無力感を感 じる

問題を抱えている生徒に手を焼 くことがある

自分の教育方針と学校の教育方針 との間に矛盾を感じることがある

私事化因子 (｢教師の私生活の位fE;･づり｣についてB恥､た5項目の質問への回答より許出)

因子 1:私生活重視 (27.6%/24.7%)

教師は自分自身の趣味などの生活をもっと充実 したものにすべきだ 0.77

教師はもっと肩の力を抜いて､ゆったりと教職に取 り組んでもJ:い 060

教師にはプライへ トな生活を過ごす時間をもっと保証すべきである 0.53

教師は学校外､あるいは学校を離れた時間では､普通の市民として生活してよい 0.37

国子 2:学校以外の場における教師役割からの離脱 (ll1%) :小学校

因子 2:学校以外の塙における教師役'ilJjへの専心 (86%) :中学校

教師は居住 している地域においても教育的役割を担うべきだ -048

教師は学校外､あるいは学校を離れた時間では､普通の市民として生活してよい 047

(′主記)

因子を抽出する際は､｢学校改善因子｣は､学校を ｢変えたい｣｢Fx-も強く変えたい｣という回答をl その他の
回答を0とし､他の因子については､措定 ･否定を4段階で諒ねただ崇の回答結果にl (否定)～ 4 (肯定)の数
伯を割り当てて計証した｡

小学校､中学校で抽出された国子の性格を解釈する掛 こ､解釈が若干異なるもの､性格は同じと角言訳できるが固
有他の順位が異なるもの (例えば､小学椴では第 1園子､中学校では第2匡卜子として抽出されたもの)は併記し
ているO

各因子の後に記載された%は､その因子が全体の分-韻を説明する割合を表す (小学校の%/中写校の%)a
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表 2 教師たちの意鼓や態度関連する各質問項目から貸出した諸因子

学校改.'#因子 (｢現在の学校をどのように変えたいか｣という17項目の質問への回答より3壬_出)

園子 1:個別の子ども､親の声を重視する (8.1%/7.9%)

質問項目 因子負荷(小)因子負荷(辛)

子ども一人ひとりの内面にもっと目を向ける

子ども一人ひとりにもっとかかわる

親の声にもっと耳を傾ける

親に学校のことをもっと知ってもらう

子どもの自主性にもっとまかせる

校則を緩やかにする

因子 2:ゆとりある学校へ向けた条件整備 (57%/6.0%)

学級の人数を減らす

教師の数を増やす

教師の持ち時間を減らす

教える内容を減らす

競争観園子 (r韻事に関する忠言乳 をG恥､た10項目の汚間への回答より‡‡出)

因子 l:競争の理念を否定する (17,3%/173%)

競争 していると子どもたちの間がバラバラになる

序列をつける競争はよくない

競争は勉強の励みになる

あくせく競争 してもたいしたものは得られない

子どもは成轟iblを他人と比べて不安になったりする

世の中で人と競争するのは当然だ

因子2:殺争の結果効果を大きいものとみる (151%/154%)

責嘉争に勝たねは望むものは手に入らない

受験は他人との競争だ

世の中で人と競争するのは当然だ

学積の成都は生徒の一生を左右する

数百改革意隷国子 lJ教育改革｣の是非を聞いた15項目の質問への回答より'iT_出)

回子 1:人権と平等を重視した教育を志向する (81%/112%)

日本の学校では､もっと子どもの人権に配船がなされるべきである 072

体罰はせったいにあってはならない 0.59

希望する子ともはすべて高校に入学できるようにする 042

子どもの学力でクラスを分けて授箕を行う

子どもが不登校になっても､無理に登校を促さなくてもよい

学校における ｢国旗娼手易.国歌斉唱｣を教師に強制するのはよくなし､

国子 2:E]家の介入による ｢画一化｣と ｢差異化｣の肯定 (79%) :小学校

国子 3:国家の介入による ｢画一化｣への批判 (71%) :中学校

教科=Sは国でしっかり順走してあまり内容に偏り力､ない方がよい 076

学校における ｢国旗掲揚 ･国歌斉唱｣を教師に強制するのはよくない -055

公立校のなかに一部､中高一口の学校をつくる 035

義務教育は国の基準によって全国の学校で同じ内容の致香が受けられるJ:うにする 031

23 r｢教育｣2003年 9月号



れ
ば
､
い
じ
め

･
不
登
校
が

｢よ
く
あ
る
｣
｢少
し
は
あ
る
｣
と
答
え

た
教
師
が
全
体
の
六
～
七
割
､
授
業
さ
ば
-
1
喫
煙
'
暴
力

･
破
壊
行

為
で
は

一
～
二
割
程

度
お
-
､

一
割
強
の
学
校
で

｢子
ど
も
た
ち
が

騒
い
で
授
業
が
成
立
し
な
い
｣
状
況
が
あ
る
｡
こ
の
結
果
は
､
教
師
て
二

た
ち
が
い
ま
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
Q

表
-
に
､
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
対
象
校
を
圏
難
度
に
応
じ
て
三
つI-こ

に
区
分
し
､
バ
ー
ン
ア
ウ
-

･
ス
コ
ア
の
分
布
を
比
較
し
て
み
た
｡

困
難
度

｢高
｣

の
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
教
師
の
六
五

･
九
%
は

｢良
好
｣
な
状
態
で
､
困
難
度

｢中
｣
｢低
｣
の
学
校
と
遜
色
が
な
い
｡

意
外
と
も
思
え
る
こ
の
結
果
は
､
教
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
現
象
が
､

子
ど
も
た
ち
の

｢問
題
行
動
｣
の
多
寡
や
そ
の
深

刻
度
と
は
直
接
に

は
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
｡
以
下
で
詳
し
く
検
討
す

る
が
､
教
師
た
ち
は
学
校
で
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
そ
の
ま

ま
受
け
と
め
る
の
で
は
な
-
､
｢世
界
解
釈
の
コ
ー
ド
｣
を
提
供
す
る

教
員
文
化
を
媒
介
に
､
そ
こ
に

｢
や
-
が
い
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
｣

を
兄
い
だ
し
'
あ
る
い
は

｢無
力
感
と
困
難
｣
を
感
じ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
｡

｢問
題
状
況
が
改
善
し
な
い
が
'
バ
ー
ン
ア
ウ
ー
を
め
ぐ
る
状
況
は

従
来
よ
-
も
良
好
で
あ
る
｣
と
い
う
九
〇
年
代
末
か
ら
の
新
し
い
状

況
は
､
教
師
の
仕
事
に
伴
う
独
特
な
困
難
を
乗
-
切
る
試
み
が
蓄
積

さ
れ
る
な
か
で
'
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
教
貞
文
化
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
｡
し
か
し
､
筆
者
は

教
員
文
化
の
経
年
的
な
変
化
を
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
｡
そ
こ
で
次
節
で
は
二
〇
〇
〇
年
調
査
の
対

象
者
の
う
ち
-
困
難
校
に
勤
務
し
な
が
ら
も
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
に
陥
る

24

こ
と
な
-

｢良
好
｣
な
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態
を
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｢
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｣
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れ
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す
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す
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)｡
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潜
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追
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あ
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さ
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-
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す
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因
子
を
各
回
答
者
が
ど
の
程
度
の
強
さ
で

有
し
て
い
る
の
か
を
示
す

｢因
子
得
点
｣
を

｢乗
-
切
-
教
師
｣
と

そ
れ
以
外
の
教
師
と
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
｡
今
回
の
分
析
に
お

い
て
は
､
各
因
子
の
因
子
得
点
の
高
い
教
師
は
'
因
子
負
荷
量
が
正

の
質
問
項
目
に
た
い
し
て
は
そ
れ
を
肯
定
す
る
傾
向
が
'
負
の
項
目

に
た
い
し
て
は
否
定
す
る
傾
向
が
強
い
と
理
解
し
て
よ
い
o

ま
ず
小
学
校
の
分
析
結
果
を
見
て
み
よ
う
O
他
の
教
師
と
-
ら
べ
､

｢乗
-
切
-
教
師
｣
は

｢
個
別
の
子
ど
も
'
親
の
声
を
重
視
す
る
｣

｢
ゆ
と
り
あ
る
学
校
に
む
け
た
条
件
整
備
｣
｢
や
-
が
い
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
｣
因
子
の
平
均
得
点
が
高
く
､
｢競
争
の
結
果
効
果
を
大
き

い
も
の
と
み
る
｣
｢国
家
の
介
入
に
よ
る

『画

一
化
』
と

『差
異
化
』

を
肯
定
｣
｢
学
校
の
多
様
化
と
親

･
子
ど
も
に
よ
る
選
択
と
評
価
｣

｢教
師

生
徒
関
係
の
ゆ
ら
ぎ
と
教
育
観
の
混
乱
｣
｢私
生
活
重
視
｣

因
子
の
平
均
得
点
が
低
い
｡

統
計
的
な
有
意
差
は
な
い
が
､
全
体
の
平
均
と
の
違
い
に
着
目
す

る

(因
子
得
点
の
平
均
値
は
o
な
の
で
､
絶
対
値
の
大
き
さ
か
ら
特
定
の
集
団

の
傾
向
が
把
握
で
き
る
)
と
'
｢乗
り
切
-
教
師
｣
に
は
競
争
の
理
念
を

否
定
し
､
人
権
と
平
等
を
重
視
し
た
教
育
を
志
向
す
る
度
合
い
が
高

い
特
徴
が
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
特
徴
は

｢
『尊
い
仕
事
』
に
携
わ
る
者
｣
と
い
う
献
身
的

な
教
師
像
を
共
有
す
る
こ
と
で

｢子
ど
も

･
父
母

･
地
域
の
間
に
ひ

と
つ
の
ヴ
ェ
ー
ル
｣
を
形
成
し
､
教
師
た
ち
を
そ
の
内
側
で
ま
と
ま

(Lヱ

る
よ
う
に
促
す

｢求
心
的
教
員
文
化
｣
か
ら
派
生
す
る
も
の
と
は
異

な
る
意
識
や
態
度
が

｢乗
り
切
り
教
師
｣
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
可
能

性
を
伺
わ
せ
る
｡
そ
こ
に
は
無
限
定
的
な
献
身
と
熱
意
で
困
難
を
乗

り
越
え
る
の
で
は
な
-
､
教
え
る
内
容
や
仕
事
量
の
減
少
を
可
能
に

す
る

｢
ゆ
と
-
あ
る
学
校
へ
向
け
た
条
件
整
備
｣
を
求
め
る
志
向
性

や
､
子
ど
も

･
父
母
の
声
に
耳
を
傾
け
､
学
校
を
外
部
に
開
い
て
ゆ

く
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡
｢競
争
観
｣
に
つ
い
て
も
'
｢乗
-

切
-
教
師
｣
は
競
争
理
念
を
否
定
す
る
傾
向
が
強
-
'
そ
の
現
実
的

な
結
果
効
果
に
た
い
し
て
も
懐
疑
的
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
小
学
校
の

｢乗
-
切
-
教
師
｣
た
ち
は
'
競
争
秩

序
か
ら

〓
疋
の
距
離
を
取
-
､
国
家
や
市
場
に
よ
る
統
制
と
は
異
な

る
道
筋
で
父
母

･
子
ど
も
と
の
関
係
性
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
で
'

日
々
の
職
業
生
活
の
な
か
に
や
り
が
い
や
自
信
を
兄
い
だ
す
道
筋
を

模
索
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
｡
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Ⅷ
内
面
の
操
作
に
よ
る
困
難
の
乗
り
切
り
-

だ
が
'
中
学
校
教
師
の
デ
ー
タ
に
は
'
右
の
小
学
校
の
そ
れ
と
は

異
な
る
様
相
が
見
ら
れ
る
｡

ま
ず
'
小
学
校
と
は
対
照
的
に

｢乗
り
切
-
教
師
｣
と
他
の
教
師

た
ち
の
間
で
統
計
的
な
有
意
差
が
見
ら
れ
た
項
目
は

｢
や
-
が
い
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
｣
に
関
す
る
教
職
経
験
第

一
因
子
の
み
で
あ
る
｡

こ
の
因
子
は
'
日
常
生
活
の
出
来
事
に
た
い
す
る
主
観
的
な
受
け
と

め
と
関
連
し
た
質
問
項
目
と
の
関
連
が
強
く
'
実
際
の
職
場
で
の
人

間
関
係
や
､
子
ど
も
と
の
関
係
を
尋
ね
た
質
問
項
目
と
の
関
連
性
が

弱
い
O
た
と
え
ば

｢問
題
を
抱
え
て
い
る
生
徒
に
手
を
焼
-
こ
と
が

あ
る
｣
と
い
う
質
問
項
目
は

｢教
職
観
の
混
乱
｣
因
子
と
関
連
す
る

一
方
で
､
｢
や
-
が
い
｣
因
子
と
の
関
連
が
弱
い
｡
ま
た
､
負
荷
畳
が

小
さ
い
た
め
に
表
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
､
こ
の
因
子
を
抽
出
す

る
.際
に
用
い
た
項
目
に
は
'
｢同
僚
と
仕
事
以
外
で
も
よ
く
つ
き
あ
う
｣

｢自
分
を
支
え
て
-
れ
る
同
僚
が
い
る
｣
｢校
長

･
教
頭
と
意
思
の
疎

通
が
取
れ
て
い
る
｣
な
ど
の
職
員
間
の
関
係
を
尋
ね
た
項
目
が
あ
る

が
､
こ
れ
ら
の
回
答
結
果
と

｢
や
り
が
い
｣
国
子
と
の
間
に
も
､
弱

lト一

い
関
連
性
し
か
見
ら
れ
な
い
｡
も
し
'
こ
の
因
子
の
多
寡
が
中
学
校

で
勤
務
す
る

｢乗
り
切
-
教
師
｣
と
そ
れ
以
外
の
教
師
を
分
か
つ
条

件
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
､
子
ど
も
と
の
関
係
'
同
僚
関
係
の
あ

り
方
に
直
接
規
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
､
相
対
的
に
独
白
な
主
観
的

意
識
領
域
が
教
師
の
内
面
に
存
在
し
､
そ
れ
が
か
れ
ら
の
経
験
を
枠

づ
け
て
'
そ
こ
に

｢
や
り
が
い
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
｣
を
兄
い
だ

し
て
い
る

(ま
た
､
そ
れ
を
通
じ
て
附
難
を
釆
-
切
る
)
可
能
性
が
あ
る
｡

統
計
的
な
有
意
差
は
な
い
が
､
中
学
校
の

｢
乗
-
切
り
教
師
｣
に
､

子
ど
も
や
親
の
声
を
薫
祝
す
る
志
向
性
が
弱
い
点
も
こ
う
し
た
推
察

を
裏
づ
け
る
O
か
れ
ら
は
千
ど
も
や
父
母
の
実
際
の
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
な
く
､
自
分
な
り
の
や
り
が
い
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
兄

い
だ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
｡

他
の
特
徴
と
し
て
は
､
吊
競
争
理
念
に
た
い
し
て
は
否
定
的
だ
が
'

現
実
の
競
争
が
も
た
ら
す
結
果
効
果
を
人
き
く
見
積
も
る
傾
向
が
あ

る
､
似
市
場
主
義
的
な
改
革
動
向
と
同
家
の
統
制
に
よ
る
教
育
水
準

の
維
持
の
両
方
を
支
持
す
る
傾
向
が
強
い
､
な
ど
が
あ
る
｡
こ
れ
ら

も
小
学
枚
の

｢乗
-
切
り
教
師
｣
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
｡

中
学
校
の
デ
ー
タ
を
検
討
し
た
結
果
､
そ
こ
に
小
学
校
の

｢乗
り

切
り
教
師
｣
と
は
異
な
る
意
織

･
態
度
の
規
定
要
因
を
み
る
こ
と
が

で
き
た
｡
た
だ
し
小
学
校
と
は
異
な
る
が
､
こ
こ
に
も
従
来
の

｢求

心
的
な
教
員
文
化
｣
と
は
輿
な
る
姿
を
推
察
で
き
る
｡
確
か
に
中
学

校
の

｢釆
-
初
-
教
師
｣
た
ち
に
も
､
従
来
の
教
員
文
化
の
特
徴
を

な
す

｢
父
母

･
子
ど
も

へ
の
ヴ

ェ
ー
ル
｣
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
｡

だ
が
､
こ
の
ヴ
ェ
ー
ル
は

｢教
員
文
化
の
内
側
で
の
ま
と
ま
-
｣
を

生
み
出
す
の
で
は
な
-
'
同
僚
関
係
に
も
介
在
し
､
各
個
人
の
主
観

的
世
界
の
な
か
で
や
-
が
い
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
こ

と
を
支
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
｡
中
学
校
の

｢乗
-
防
-
教
師
｣

た
ち
が
'
他
の
教
師
た
ち
よ
り
も
私
事
化
の
度
合
い
が
高
く
'
小
学

校
の

｢
乗
り
切
り
教
師
｣
と
は
逆
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
こ
と
も
､
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｢個
々
人
の
内
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
困
難
の
衆
-
切
り
｣
と
い

う
､
教
員
文
化
の

｢相
互
不
丁
渉
｣
性
を
い
っ
そ
う
徹
底
し
た
か
た

一■-)

ち
の
対
処
瀬
峰
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
を
物
語
る
へ'

3

二
つ
の
対
処
法
を
分
岐
さ
せ
る
要
因
は
何
か

｢乗
-
切
り
教
師
｣
た
ち
の
意
識

･
態
度
の
背
後
構
造
を
検
討
し
た

結
果
､
｢
父
母

･
了
ど
も
と
の
対
訳
｣
と

｢内
面
の
コ
ン
-
ロ
ー
ル
｣

と
い
う
二
つ
の
異
な
る
釆
-
切
り
の
道
筋
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
｡

外
に
学
校
を
開
く
か
､
私
的
な
世
界
に
乗
-
切
り
の
足
が
か
-
を
兄

い
だ
す
の
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
'
そ
こ
に
は
教
員
文
化
の

求
心
的
構
造
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
趨
勢
を
読
み
と
れ
る
tl

こ
う
し
た
二
つ
の

｢乗
-
切
り
｣
の
方
略
を
分
岐
さ
せ
る
要
因
は

い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
u
筆
者
は
'
異
な
る
対
処
法
が
生
ま
れ
る

背
後
に
は
､
単
な
る
学
校
種
別
の
違
い
に
起
因
す
る
差
異
を
超
え
た

共
通
す
る
要
凶
が
あ
る
と
考
え
る
｡

第

一
に
､
阻
難
さ
の
度
合
い
が

〓
疋
帯
皮
以
L
深
刻
化
し
た
結
果
'

内
面
の
コ
ン
ー
ロ
ー
ル
へ
と
乗
-
切
-
の
方
策
が
変
化
し
た
可
能
性

が
あ
る
O
調
査
で

｢問
題
行
動
｣
に
つ
い
て
尋
ね
た
九
項
目
の
質
問

に
た
い
す
る
回
答
を
見
る
と
､

二
項
目
を
除
く
す
べ
て
に
統
計
的
な

有
意
差
が
あ
り
'
中
学
校
の
ほ
う
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
O
今
何
の

分
析
で
は
､
学
校
種
別
に
凶
靴
度
の
高

い
学
校
を
区
分
し
た
た
め
､

同
じ
因
経
度

｢高
｣
に
分
類
さ
れ
る
学
校
で
も
ー
中
学
校
は
小
学
校

よ
り
も
い
っ
そ
う
岡
難
度
が
高

い

(小
学
校
の
囚
純
度

｢寓
｣
学
校
は
､

中
学
校
の

｢中
｣
と

｢低
｣
学
校
の
朋
に
位
置
す
る
)0

そ
う
す
る
と
小
中
間
に
見
ら
れ
た

｢乗
り
切
-
｣
の
違
い
は
､
凶

難
度
の
違
い
に
起
因
す
る
可
能
性
が
あ
る
｡
阿
難
度
が
相
対
的
に
低

い
小
学
校
で
は
､
父
付

･
子
ど
も
と
の
対
話
に
よ
っ
て
困
難
の
乗
-

切
り
が
可
能
で
あ
る
の
に
た
い
L
t
よ
り
困
脚
な
状
況
が
あ
る
中
学

校
で
は
'
自
ら
の
内
i
ii
来
り
切
-
の
足
が
か
-
を
求
め
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
｡
図
は
省
略
す
る
が
'
中
学
校
と

同

l
基
準
で
岡
靴
度

｢高
｣
と
分
類
さ
れ
た
小
学
校
の

｢乗
り
切
-

教
師
｣
の
因
子
得
点
1.>
均
は
中
学
校
に
近
い
借
を
示
し
て
い
る

(た
だ

し
該
当
す
る
学
校
は
l
校
で
'
サ
ン
プ
ル
数
が
非
常
に
少
な
い
)O
さ
ら
に
表

3
の
右
端

(小
学
校
)
に
示
し
た
'
岡
経
度

｢高
｣
学
校
に
勤
務
す

る

｢危
険
域
｣
以
上
の
教
師
と

｢乗
-
切
り
教
師
｣
を
比
較
す
る
と
､

学
校
改
善
因
子
-

｢個
別
の
丁
ど
も
'
親
の
声
を
重
視
す
る
｣
の
値

が
低
-
'
教
職
経
験
諸
岡
子
と
私
珪
活
重
視
因
子
に
有
意
な
差
が
見

ら
れ
る
｡
こ
れ
は
､
困
難
校
に
勤
務
す
る
小
学
校
教
師
で
日
々
の
問

題
を
う
ま
く
乗
-
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
'
内
面
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
へ
と
釆
-
切
り
の
方
略
を
変
更
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
､

そ
れ
を
首
尾
よ
-
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と

も
で
き
る
｡
あ
ま
-
に
も
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た
教
師
た
ち
が

口
々
の
岡
野
を
乗
-
切
る
に
は
､
内
所
の
操
作
に
よ
っ
て
や
り
が
い

を
兄
い
だ
す
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
｡

第
二
に
t
.帖況
争
秩
序

へ
の
包
摂
の
度
合
い
の
違
い
が
異
な
る
対
応

を
も
た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
U
表
3
の
右
端

(中
学
校
)
を
み
る

F教育j2003年9jJ号27



と
､
｢乗
-
切
り
教
師
｣
と

｢危
険
域
｣
以
上
の
教
師
た
ち
と
の
間
で
､

競
争
理
念
に
閲
す
る
国
子
に
有
意
な
差
が
見
ら
れ
る
｡
困
難
校
で
燃

え
尽
き
の
危
険
性
に
陥

っ
た
教
師
は

｢兼
-
初
-
教
師
｣
と
く
ら
べ

て
競
争
の
理
念
を
肯
定
す
る
傾
向
が
強
い
｡
こ
れ
は
困
難
枚
で
勤
務

す
る
中
学
校
教
師
に
お
い
て
ー
競
争
秩
序
に
た
い
す
る
意
織

･
態
度

が
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
強
-
関
連
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
｡

本
稿
と
同
じ
デ
ー
タ
を
用
い
て
教
師
文
化
を
分
析
し
た
長
谷
川
は
'

競
争
理
念
の
評
価
が
教
師
の
教
育
観
を
分
岐
さ
せ
る
素
質
な
加
に
な

っ
て
い
る
こ
と
､
そ
の
な
か
で
も
､
高
校
入
試
に
否
応
な
く
つ
き
あ

わ
ざ
る
を
得
な
い
中
学
校
で
は
､
競
争
秩
序
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う

な
意
識

･
態
度
を
砲
-
の
か
が
､
教
員
た
ち
の
意
識

･
態
度
の
あ
-

E'J_)

方
を
よ
-
強
-
規
定
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
.
中
学
校
の

｢来
り
切

り
.教
師
｣
が
､
小
学
校
と
は
異
な
り
競
争
の
理
念
を
否
定
し
つ
つ
も

そ
の
現
実
の
結
果
効
果
を
大
き

い
も
の
と
み
な
し
て
い
る
の
は
､
か

れ
ら
が
制
度
と
し
て
の
学
校
が
有
す
る
選
抜
機
能
を
常
に
意
識
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
お
-
'
そ
の
現
状
に
批
判
的
で
あ
る

こ
と
を
表
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
o

近
年
の
口
本
の
学
校
に
お
け
る
競
争
秩
序
は

〓
妃
の
ゆ
る
み
を
見

せ
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
､
そ
の
規
走
力
や
競
争
秩
序
を
形
成

･
維
持

す
る
諸
制
度
は
根
強
-
存
続
し
て
い
る
｡
競
争
秩
序
に
強
-
包
摂
さ

れ
た
状
況
で
､
既
存
の
教
育
に
た
い
す
る
批
判
意
織
を
支
え
に
困
難

を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
試
み
は
､
教
育
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
変
え

る
方
向
を
れ
ち
出
す
の
で
は
な
-
､
批
判
的
な
態
度
を
爪
-
つ
つ
も

現
状
を

一
定
程
度
受
け
入
れ
'
そ
の
な
か
で
や
-
が
い
を
兄
い
だ
す

方
向
に
反
転
す
る
可
能
性
が
あ
る
｢一
中
学
校
の

｢乗
-
初
-
教
師
｣

に
国
家
的

･
市
場
的
な
統
制
と
い
う
､
現
在
の

｢改
堰
｣
の
趨
勢
を

肯
定
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
背
後
に
は
こ
う
し
た
態
度
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
o
そ
れ
は
'
私
的
な
内
面
世
界
に
お
け
る
や
り
が
い
と
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
兄
い
だ
L
と
接
合
し
う
る
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
小
学
校
の
教
師
と
-
ら
べ
て
中
学
校
の
教
師
た
ち
は
､
子

ど
も
や
父
付
か
ら

｢選
抜
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
｣
と
し
て
ま
な
ぎ
さ
れ

る
位
E仲
に
あ
る
∪
中
学
校
の
教
師
に
と

っ
て

(競
争
に
批
判
的
な

｢乗

-
切
-
教
師
｣
た
ち
は
と
-
に
)､
父
母
や
子
ど
も
の
声
は
'
学
歴
獲
得

を
め
ぐ
る
私
的
な
要
求
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
｡
競
争
秩
序
の
規
定
力
が
強
い
中
学
校
で
は
'
選
抜
す
る
者
/
さ

れ
る
者
と
い
う
文
脈
が
力
を
も
つ
た
め
に
､
学
校
が
子
ど
も
や
父
母

と
対
話
的
な
関
係
を
と
-
結
ぶ
こ
と
が
難
し
い
側
面
が
あ
る
｡
こ
う

し
た
競
争
秩
序

へ
の
包
摂
の
度
合
い
が
'
異
な
る

｢乗
り
切
り
｣
の

方
略
に
帰
結
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
｡

4

｢

乗
り
切
り
教
師
｣
た
ち
の
ゆ
く
え

今
回
は

｢乗
-
切
-
教
師
｣
に
焦
点
を
当
て
､
か
れ
ら
の
意
識

･

態
度
に
つ
い
て
考
察
し
た
｡
そ
こ
に
は

｢
対
話

へ
の
志
向
性
｣
と

｢内
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
｣
と
い
う
､
従
来
の
教
員
文
化
の
特
徴
を
な

す
求
心
的
構
造
の
ゆ
ら
ぎ
を
示
唆
す
る
釆
-
初
-
の
方
略
を
兄
い
だ

す
こ
と
が
で
き
た
′し
前
者
に
は

｢参
加
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
-
｣

2S



を
支
え
る
可
能
性
が
あ
る
｡

た
だ
し
'
こ
の
結
論
に
は
か
な
り
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
'
分
析

に
用
い
た
デ
ー
タ
は
二
〇
〇
〇
年
に
実
施
し
た
調
査
か
ら
得
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
､
そ
の
後
教
師
を
と
り
巻
く
状
況
は
急
速
に
変
貌
し

つ
つ
あ
る
｡
改
革
時
代
を
生
き
る
教
師
を
対
象
に
し
た
さ
ら
な
る
調

査
を
実
施
し
､
今
回
の
結
果
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
'
教
員
文
化

の
変
貌
を
慎
重
に
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
｡

筆
者

の
見
解
に
よ
れ
ば
ー
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

一
連

の
教
育

｢改
革
｣
は
､
教
師
間

･
学
校
間
の
競
争
関
係
を
強
め
る
方
向
に
作
用

L
t
今
回
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
教
師
た
ち
が
直
面
す

る
も
う

一
つ
の
困
難
-

多
忙
化
-

を

い
っ
そ
う
進
展
さ
せ
る
危

険
性
を
多
分
に
抱
え
て
い
る
｡
激
化
す
る
競
争
と
困
難
に
教
師
た
ち

が
押
し

っ
ぶ
さ
れ
'
内
閉
し
た
自
意
識
の
う
ち
に
や
-
が
い
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
兄

い
だ
す
状
況
を
避
け
る
た
め
に
も

(そ
れ
は
政
策

立
案
者
の
望
む
と
こ
ろ
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
)､
教
師
の
仕
事
が
ら
が
本
質

的
に
抱
え
る
困
難
の
把
握
と
'
そ
の
乗
-
切
-
を
支
え
る
諸
条
件
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
｢改
革
｣
に
よ

っ
て
新
た
な
管
理

方
式
を
推
し
進
め
る
前

に
､
日
々
の
教
育

の
営
み
の
な
か
で
悩
み
､

そ
こ
に
喜
び
や
や
-
が
い
を
兄

い
だ
す
教
師
自
身

の
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

〔注
〕

(-
)
パ
イ
ン
ス
ら
が
開
発
し
た
尺
度
で
､
3
以
下
が

｢良
好
｣
'
3
-
4
が

｢危
険
域
｣
､
4
よ
-
大
き
い
と

｢
バ
ー
ン
ア
ウ
-
｣
と
判
定
さ
れ
る
｡

(2
)
詳
細
は
山
EE
哲
也

･
久
富
善
之

｢
r指
導
力
』
の
学
校
状
況
的
基
盤
｣

『教
育
』
二
〇
〇

1
年
十

l
月
号
'
拙
稿

｢教
師
の
バ
ー
ン
ア
ウ
-
状
況

の
変
化
に
み
る
教
員
文
化
｣
久
冨
善
之
編
著

｢教
員
文
化
の
日
本
的
特
性
』

多
賀
出
版
'
二
〇
〇
三
年
を
参
照
｡

(3
)
こ
の
区
分
は
以
下
の
手
順
で
設
定
し
た
O
①
主
成
分
分
析
を
蛸
い
て

子
ど
も
の

｢問
題
行
動
｣
九
項
目
の
質
問
へ
の
回
答
か
ら
囚
難
度
成
分
得

点
を
算
出
す
る
o
②
成
分
得
点
の
学
校
平
均
偶
を
算
出
し
､
対
象
校
を
囚

難
度

｢低
｣
｢中
｣
｢高
｣
に
三
分
割
す
る
｡

(4
)
因
子
負
荷
が
〇
･
■二
以
下
の
項
目
は
省
略
し
､
固
有
値
の
減
衰
状
況

に
昭
∵
り
し
て
分
析
の
際
に
用
い
る
因
子
を
採
択
し
て
い
る
.
因
子
抽
出
に

は
主
凶
子
法
を
用
い
､
バ
リ
マ
ッ
ク
ス
回
転
を
か
け
た
.

(5
)
久
富
苦
之

三
教
員
文
化
の
日
本
的
特
性
^
の
今
日
的
課
退
｣
久
冨
編

著
前
掲
寄
t
pP
⊥
ハー
七

(6
)
Eir子
負
荷
絶
対
値
が
〇
･
〇
三
～
〇
･
二
強
.
同
僚
関
係
と
関
連
す

る
因
子
と
し
て
､
第
四
因
子

[中
学
校
は
第
三
因
子
]
が
抽
出
さ
れ
た
が
､

固
有
値
の
減
衰
状
況
の
関
係
で
今
回
は
と
り
上
げ
て
い
な
い
｡

(7
)
た
だ
し
統
計
的
な
有
意
差
は
な
い
｡
今
回
の
因
子
分
析
は
手
持
ち
の

デ
ー
タ
か
ら
仮
説
を
導
き
出
す
た
め
に
行
っ
て
お
り
､
結
朱
は
あ
く
ま
で

も
仮
説
的
見
通
し
を
立
て
る
た
め
の
素
利
に
す
ぎ
な
い
O

(8
)
長
谷
川
裕

｢教
員
文
化
を
掴
む
た
め
に
｣
ー
久
富
編
著
前
掲
書
､

押
･

.
pJ
.
I

l(
<
1
1..

∴
■u
〔

(や
ま
だ

て
つ
や
-
一
橋
大
学
)
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